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Actian Zen（PSQL）は、大きな特徴の一つとして、用途により使い分ける事が可能な 2つのインタフェ

ースをサポートしています。一つは当初からサポートしている Btrieve API（トランザクショナルイン

タフェース）で、もう一つは SQL インタフェースです。多くのデータベースでは、SQL またはそれ以

外のインタフェースのみに対応しており、用途に関わり無く特定のインタフェースしか使えません。 

 

Btrieve API では、インデックスに設定した項目を使用し、特定のレコードにアクセスするのに向いて

います。大量のデータをインデックス順に読み込むのも、このインタフェースが最適です。例えば、キ

ー順にデータを一覧表等に出力するような処理です。一方、SQL インタフェースでは複数の条件でデー

タを抽出する時や複数のテーブルに跨るデータを読み込む際に、簡単な処理で実現できます。特に、特

定のキーワードが含まれるレコードの抽出は、SQL インタフェースでは簡単にできます。この 2つのイ

ンタフェースを組み合わせる事で、Actian Zen（PSQL）では、シチュエーションに合わせて最適なプロ

グラムの作成が可能です。もちろん、ひとつのプログラムで 2つのインタフェースを同時に使用できま

す。 

既存ファイル（テーブル）を 2つのインタフェースでアクセスするには、注意する点がございます。Btrieve 

API ではレコードイメージをバイトデータの塊として扱うため、インデックス以外のデータはアプリケ

ーション固有のデータでも問題ありませんが、SQL で扱うためには、特定のデータ型に制限されます。

例えば、Btrieve API で扱うデータには、画像データやプログラムコードなど任意のバイナリデータを

含めることができますが、SQL のデータ型には対応するものがないため、正しく扱う事ができません。

このようなデータは、テーブルとして登録の際、BINARY 型として設定します。BINARY 型はフィー

ルド長が 255バイトですから、フィールド長が 256バイト以上の場合、2つ以上のフィールドとして定

義します。可変長フィールドを使用している場合、Actian Zen（PSQL）では該当するデータ型は無く、

テーブル上のフィールドとして定義することも出来ません。ただし、固定長部分に 8バイト以上の予約

領域が有る場合、ここに可変長領域へのポインタとデータ長を格納する事で、LONGVARCHAR あるい

は LONGVARBINARY型として定義して使用可能です。また、各フィールドはオーバーラップできませ

ん。このような場合には、フィールドを分割するなどして、オーバーラップしないように登録する必要

があります。キーの再構築が必要な場合もあります。ヌル属性の扱いにも、注意が必要です。SQL では、

ヌル値を識別するためのデータを隠しフィールドとして持ちます。このためヌル属性を設定したフィー

ルドには、1バイトの隠し領域が付加されます。Btrieve API で使用しているファイルには、通常このよ

うな隠し領域はありません。ヌル属性を設定する場合にはご注意ください。 
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Btrieve ファイルをテーブルとして登録する 

 

Btrieve ファイルをデータベースにテーブルとして登録するには、DDF Builder を使用します。DDF 

Builder を使用すると、キー項目は自動的にフィールドとして認識され他の部分はレコード内容を参照

しながら設定することができます。 

この説明では、こちらのサンプル Btrieve ファイルを使用して、前準備で作成するデータベース

「TESTDB」へテーブルとして追加していきます。 

 

■前準備 

 

Btrieve ファイルをテーブルとして登録するデータベースを作成します。 

Zen Control Center のメニューから［ファイル］－＞［新規作成］－＞［データベース］の順にクリッ

クします。 

サーバーにマシン名が表示されていることを確認し、「次へ」をクリックします。 

データベース名と場所（データベースを保存するフォルダー）を任意に設定し、「次へ」をクリックしま

す。 

※本書では、データベース名を「TESTDB」として記載します。 

 

DSN の作成は、ODBC Administrator から行ってください。 

場所に指定したフォルダーに Btrieve ファイルをコピーします。 
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■追加するテーブルの内容（レコードレイアウト） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■手順 

 

1.DDF Builder を起動します。 

［スタート］メニューから、［すべてのプログラム］→［Actian Zen 15］→［Zen DDF Builder］の順に

クリックします。 

 

2.左ペインのメニューを［エンジン］→［マシン名］→［データベース］→［TESTDB］→［データ パ

ス］→［C:¥TESTDB］の順に開きます。 

 

 

フィールド名 Btrieve データ型 データ長 キー情報 

Rno autoincrement 4 Key0 seg1、重複不可 

会員番号 String 10 Key1 seg1、重複不可 

名前 String 15 Key2 seg1、重複可 

会員ランク Integer 2  

割引率 Float 4  

累計金額 Integer 4  

最終利用日 Date 4 Key3 seg1、重複可 

最終利用時間 time 4 Key3 seg2、重複可 
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3.MEMBER.BTR を右クリックして表示するメニューの「テーブル定義の作成」を実行します。 

 

4.テーブル定義の新規作成ダイアログで、「OK」をクリックします。 

 

 

 

5.右ペインにキーが設定された状態で、フィールド情報を編集するグリッドが表示されます。 

各フィールドには仮の名前が設定されます。 

キーに設定されていないところは、連続する部分がまとめて 1つのフィールドとして仮に登録されます。 
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6.キーの部分のフィールド名を、仮の名前から上記のレコードレイアウトの名前に変更します。 

仮のフィールド名をダブルクリックすると、反転表示されます。 

フィールド 3 以外のフィールド名を入力します。 

 

 

 

7.フィールド 3 を右クリックして表示するメニューの「列の分割」を実行します。 
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フィールド 3 の下に、フィールド 6が追加されます。 

 

 

 

8.もう一度、フィールド 3 を右クリックして表示するメニューの「列の分割」を実行します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



9 

 

フィールド 3 の下に、フィールド 7 が追加されます。 

 

 

 

9.フィールド 3 をレコードレイアウトに合わせて、次のように変更します。 

フィールド名 → 「会員ランク」、サイズ → 「2」、Btrieve 型 → 「Integer」 
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10.フィールド 7 をレコードレイアウトに合わせて、次のように変更します。 

フィールド名 → 「割引率」、サイズ → 「4」、Btrieve 型 → 「Float」 

 

 

 

11.フィールド 6 をレコードレイアウトに合わせて、次のように変更します。 

フィールド名 → 「累計金額」、サイズ → 「4」、Btrieve 型 → 「Integer」 
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12.「編集 MEMBER」タブを閉じます。 

 

 

 

13.リソースの保管ダイアログでは、「はい」をクリックします。 
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これで、データベース「TESTDB」に Btrieve ファイル「MEMBER.BTR」をテーブルとして登録でき

ました。 

 

■確認 

 

Zen Control Center を開き、データベース「TESTDB」に登録されているテーブルを確認します。 

MEMBER が登録されていれば、OKです。 

MEMBER テーブルのデータは、ダブルクリックすると表示することができます。 
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SQL 文でテーブルとして登録 

 

Btrieve ファイルをテーブルとして登録する際、SQL 文を実行して登録することも可能です。既存の 

Btrieve ファイルを登録する場合、IN DICTIONARY を指定することで、データベースへの登録のみを

行います。 

また、USING に続けて、登録する Btrieve ファイルを指定します。 

 

CREATE TABLE "MEMBER" IN DICTIONARY USING 'MEMBER.MKD' PAGESIZE=4096 ( 

 "Rno" IDENTITY DEFAULT '0' CONSTRAINT "UK_Rno" UNIQUE USING 0, 

 "会員番号" CHAR(10), 

 "名前" CHAR(15), 

 "会員ランク" SMALLINT, 

 "割引率" REAL, 

 "累計金額" INTEGER, 

 "最終利用日" DATE, 

 "最終利用時間" TIME );SET TRUENULLCREATE = ON; 

CREATE UNIQUE INDEX "インデックス 1" USING 1 IN DICTIONARY  ON "MEMBER" ( "会員番

号" ); 

CREATE INDEX "インデックス 2" USING 2 IN DICTIONARY  ON "MEMBER" ( "名前" ); 

CREATE INDEX "インデックス 3" USING 3 IN DICTIONARY  ON "MEMBER" ( "最終利用日", "最

終利用時間" ); 

 

 

以上で、Btrieve ファイルをデータベースに登録する手順は終了です。 

 

 

 


